
「 地 球 環 境 」と「 住 環 境 」 を 結 ぶ

ここでちょっと一息 Coffee Break
進化を遂げる、 
日本的シェアハウス
付加価値創造に挑戦！ 注目企業を訪ねる
株式会社ニシエフ
今月のニュース
建材マンスリー資料室
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影
し
た
３
Ｄ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
、
30
年
以
内
に
発
生
が
想
定
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被

害
解
説
な
ど
、
一
般
向
け
の
防
災
・

減
災
学
習
設
備
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

大
学
は
単
に
最
先
端
の
研
究
を

行
っ
た
り
、
そ
の
成
果
を
一
方
的

に
発
信
す
る
場
所
で
な
く
、
地
域

の
防
災
に
関
わ
る
体
制
を
主
導
し
、

そ
の
基
盤
を
支
え
る
責
任
も
担
っ

て
い
ま
す
。
減
災
連
携
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
防
災
活
動
を
主
導
す

る
様
々
な
人
材
を
地
域
の
中
に
ひ
と
り
で
も
多
く

育
て
る
こ
と
こ
そ
が
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
は
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
地
震
の
発
生

に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
分
、
住

ま
い
の
耐
震
に
つ
い
て
も
関
心
の
高
い
地
域
で
す
。

　

東
海
地
域
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
様
々
な
地

震
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
明
治
以
降
で
は

１
８
９
１
年
に
濃
尾
地
震
、
１
９
４
４
年
に
東
南

海
地
震
、
１
９
４
５
年
に
は
三
河
地
震
な
ど
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
５
９
年
の
伊
勢
湾

台
風
や
、
２
０
０
０
年
の
東
海
豪
雨
な
ど
、
風
水

害
に
も
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
を
可
能
な
限
り
小
さ
く
す
る
〝
減

災
〟
に
関
し
て
、行
政
と
専
門
家
、そ
し
て
住
民
が

連
携
し
て
取
り
組
も
う
と
す
る
土
壌
が
育
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
名
古
屋
大
学
で
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
す
る
以
前
の
２
０
１
０
年
12
月
に
「
減
災

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
、
減
災
課
題

の
研
究
と
普
及
、
そ
し
て
啓
発
に
当
た
っ
て
き
ま

し
た
。２
０
１
４
年
３
月
に
完
成
予
定
の「
減
災
館
」

に
は
、
建
物
内
部
に
長
周
期
の
揺
れ
を
体
感
で
き

る
振
動
台
や
、
地
形
模
型
に
各
種
ハ
ザ
ー
ド
を
投

例
え
ば
、
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
数
は
全
国
１
位

を
誇
り
、
ま
た
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
件
数
で

も
全
国
１
位
と
な
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
も

深
く
取
り
組
ん
で
お
り
、
環
境
性
能
が
高
く
、
強

い
家
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
地
域
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
防
災
・
減
災
意
識
の
高
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
行
政
の

力
で
は
な
く
、
そ
の
町
に
住
む
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
の
改
革
で
す
。
行
政
と
は
、
市
民
の
意
向
が

な
け
れ
ば
動
か
な
い
も
の
で
す
。
逆
に
、
市
民
が

高
い
防
災
意
識
を
持
て
ば
、
行
政
は
決
し
て
そ
れ

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で
何
が
で
き
る
の
か
。
例

え
ば
、住
ま
い
選
び
の
際
、そ
の
地
域
の
地
名
に〝
サ

ン
ズ
イ
〟
が
入
っ
て
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

だ
け
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。「
浜
」「
江
」「
瀬
」
な

ど
の
文
字
が
地
名
に
入
っ
て
い
る
場
合
、
か
つ
て

そ
の
地
は
川
や
湖
沼
、
海
な
ど
の
水
が
側
に
あ
り
、

地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
あ

る
い
は
、「
谷
」「
窪
」「
袋
」
な
ど
の
文
字
が
入
る

地
域
で
あ
れ
ば
、
水
の
溜
ま
り
や
す
い
窪
地
や
低

湿
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

地
震
に
対
す
る
地
域
防
災
の
基
本
は
、
堅
い
地

盤
に
、
強
い
家
を
つ
く
り
、
室
内
を
安
全
に
す
る

こ
と
で
す
。
自
分
の
住
む
土
地
の
成
り
立
ち
を
知

り
、
地
盤
の
良
否
に
応
じ
て
住
ま
い
の
耐
震
性
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
提

供
を
行
う
役
割
を
、
住
ま
い
づ
く
り
に
関
わ
る
建

材
店
こ
そ
が
担
う
べ
き
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

衣
食
住
と
い
う
人
間
の
暮
ら
し
の
基
本
の
一
翼
を

担
う
建
材
店
は
、
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
、
も
っ

と
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
資
材
と
人
材
を
供
給
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
大
約
２
３
０
万
棟

以
上
が
全
壊
・
焼
失
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
す
さ
ま
じ
い
数
の
住
宅
を
、
短
期
間

で
供
給
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

建
材
店
は
、
日
頃
か
ら
建
材
の
供
給
力
を
最
大

限
に
高
め
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
災
害
時
、

外
材
に
頼
る
の
か
、
内
地
材
を
調
達
す
る
ル
ー
ト

を
持
つ
の
か
。
他
に
も
、
簡
易
な
工
法
の
確
立
や

職
人
の
育
成
は
十
分
な
の
か
な
ど
、
課
題
は
山
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
も〝
健
在
〟

で
あ
り
、
い
か
に
建
材
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

準
備
を
整
え
て
お
け
る
か
。
こ
れ
が
、
建
材
店
に

と
っ
て
の
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

一
方
で
、
地
震
が
起
き
な
い
う
ち
に
〝
地
震
に

強
い
家
〟
を
作
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
取
り
組

み
に
な
る
で
し
ょ
う
。
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る

こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
際
は
、
耐
震
安
全
性
を

高
め
る
こ
と
を
絶
対
条
件
と
し
て
定
め
れ
ば
良
い

の
で
す
。
ま
た
、
引
っ
越
し
業
者
に
は
、
転
倒
防

防
災・減
災
を
考
え
る

台風や竜巻、ゲリラ豪雨などの発生が増加傾向にある近年。
また、東日本大震災の発生から、丸３年が経とうとしている。
いつ起こるか分らない自然災害に対して私たちは何を備え、
そして被害を最小限に抑えるにはどうしたらよいのか。
災害に強いまちづくりのために住宅業界ができることを考えながら、
生命・財産を守るための強い家づくりに欠かせない建材も紹介していく。

建
材
店
が
率
先
市
民
と
な
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
30
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
級
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率
を
、

お
よ
そ
70
％
と
発
表
し
て
い
る
。
巨
大
地
震
が
切
迫
す
る
中
、
名
古
屋
大
学
で
は
被
災
の
中
心
に
位
置
す
る
基
幹
大
学
と
し
て
、

減
災
を
実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
同
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
福
和
伸
夫
教
授
に
、

被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

■南海トラフ巨大地震の新たな想定震源域

新たな想定震源域
従来の想定震源域

南海トラフ

南海トラフ巨大地震（暫定値）
東日本大震災
２００４年スマトラ沖地震
２０１０年チリ中部地震

約１１万平方キロメートル
約１０万平方キロメートル
約１８万平方キロメートル
約６万平方キロメートル

9.0
9.0
9.0
8.8

マグニチュード震源域の面積

参考：内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」資料

増加する各種の自然災害
地震以外にも、日本は自然災害の多い国である。とくに近年では、
大雨や短時間強雨の発生回数が明瞭に増加傾向にある。自然災害
による被害の防止や軽減を図るため、日頃から防災と減災に対する
意識と知識を高めておくことが不可欠だ。

■アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化について
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■２０１２年に発生した主な災害

出典：内閣府資料

８月１３日から１４日にかけての大雨等
死　　　者 ２人
住 宅 被 害 全壊１４棟、半壊１２棟
主な被災地 近畿及び中部地方
発 生 期 間 ８月１３日～１４日 ５月に発生した突風等

死　　　者 ３人
住 宅 被 害 全壊８９棟、

半壊１９７棟
主な被災地 関東及び

北陸地方
発 生 期 間 ５月６日

７月 九州北部豪雨
死　　　者 ３０人
住 宅 被 害 全壊３６３棟、半壊１５００棟
主な被災地 九州北部
発 生 期 間 ７月１１日～7月１４日

台風１７号
死　　　者 １人
住 宅 被 害 全壊５３棟、半壊１７８棟
主な被災地 中部、近畿、九州、沖縄
発 生 期 間 ９月２８日～１０月1日

１１月末からの大雪等人的被害
死　　　者 １０１人
住 宅 被 害 全壊２棟、半壊４棟
主な被災地 北日本から西日本にかけての日本海側
発 生 期 間 １１月～２０１３年３月

名
古
屋
大
学

減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

福ふ

く

和わ

伸の

ぶ

夫お 

氏

止
の
家
具
止
め
を
行
う
こ
と
を
義
務
化
す
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。
近
年
、
空
き
家
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
撤
去
す
る
よ
り
も
仮
設
住

宅
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を

推
進
し
、
災
害
時
の
バ
ッ
フ
ァ
と
し
て
活
用
す
る

仕
組
み
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
法
律
は
国
民
が
そ
う
し
よ
う
と
思
い

動
か
な
い
限
り
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

個
々
が
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
建
材

店
が
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
率
先
市
民
と
な
っ

て
防
災
・
減
災
の
た
め
の
町
づ
く
り
や
家
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
住
宅
業
界
に
と
っ
て

も
、
そ
し
て
地
域
の
安
全
に
と
っ
て
も
、
大
い
に

有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

名古屋大学減災館　
構造模型（上）と完成予想図（下）

特 

集

災
害
時
、
建
材
店
は

〝
健
在
〟で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

過
去
の
災
害
か
ら

未
来
の
危
険
を
学
ぶ

自
分
の
住
む
土
地
の

成
り
立
ち
を
知
る

免震装置
振動実験室

February 2014 23 February 2014



●商品問い合わせ先  ：  営業部  TEL 0120 － 817－ 268

地震・台風に強い  Ｊ形和瓦『防災瓦エース』株式会社鶴弥

　台風や地震などの自然災害に強い防
災和形瓦。瓦同士をかみ合わせる構造
により、強い風や揺れに対抗できる固定
力を生み出す。台風による猛烈な風にも
瓦がめくれあがることなく、十分に耐えう
る。耐震試験では、震度７クラスの地震
波にも、瓦のズレ、破損、脱落などが見
られなかった。瓦に施された二重の水
返し構造が優れた防水性を発揮する。
　緩勾配対応の『スーパーエース』では、
雨水や風の浸入をシャットアウトする特
殊水返し構造、瓦重なり部の防水性
能をアップするマウントバリアなどの機
能が加わる。

ジョイント部に防災突起部を設けること
で、瓦と瓦をガッチリ固定。

強風に耐える「かみ合わせ構造」

縦重ね、横重ね部の二重の水返しが雨水
の流れをスムーズにし、防水効果を発揮。

防水性を高める「二重水返し」

施
工
例

カラーバリエーションの一部

瓦と瓦を固定する
「かみ合わせ構造」

雨
水
の
浸
入
を
防
ぐ

「
二
重
水
返
し
」

地
震
や
台
風
な
ど
の
強
風
は
、
建
物
に
横
方
向
か
ら
の
強
い
力
を
与
え
る
。
こ
の
横
か
ら
の
揺
れ
や
風
圧
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
木
造
住
宅
で
設
置
さ
れ
る「
耐
力
壁
」（「
筋
交
い
」や

「
面
材
」な
ど
）の
強
さ
は
、
建
築
基
準
法
で「
壁
倍
率
」と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
耐
力
壁
の
量
が
多
い
木
造
住
宅
は
、
耐
震
性
や
耐
風
性
が
高
い
と
言
え
る
。

地
震
、
台
風
に
力
を
発
揮
す
る

耐
力
壁

災
害
に
強
い
屋
根
は
、雨
、風
、火
災
、地
震
に
強
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
大
雨
で
も
漏
水
し
な
い
防
水
性
、強
風
に
耐
え
る
耐
風
性
、火
災
時
に
火
の
粉
が
飛
び
火
し
な
い
防
火
性
、

そ
し
て
地
震
の
揺
れ
を
抑
え
る
耐
震
性
だ
。
特
に
軽
い
屋
根
は
、
建
物
全
体
の
重
量
を
軽
く
し
、
重
心
を
低
く
す
る
た
め
減
震
効
果
を
発
揮
す
る
と
さ
れ
る
。

雨･

風･

火
災
・
地
震
に
対
応
す
る

防
災
屋
根

地震、火災に強い！  耐力面材『あんしん』ニチハ株式会社

　壁倍率が 2.5、2.9と地震などの横からの力に強く、また無機質・準不燃材料
なので火災に対しても安全･安心な屋外用耐力面材。外周部にメッキ鋼板を取
り付けた、高い壁倍率 5.0 仕様も用意。
　多彩な仕上げに対応できる屋内用『あんしん N』は、12.5㎜厚、9.5㎜厚で 2.0
～ 2.5の壁倍率を取得している。
　また、耐震改修面材『あんしん かべ強
化』は、外側から工事を行うので住みなが
ら耐震改修工事が可能。

2.5、2.9 の壁倍率が地震や台風に対
応。

高い壁倍率

両面アクリル系樹脂塗装／パルプ・け
い酸質混入セメント板で火災に強い。

準不燃材料使用

耐凍結融解性や耐透水性、防腐・防
蟻処理性能に優れている。

長期間の荷重に耐える耐久性

内装なしの仕様で防火構造の設計が
可能。窯業系サイディングと組み合わ
せた認定を取得。

防火素材の内装と同等の働き

高
倍
率
仕
様

『
か
べ
強
化
』の

耐
震
改
修
施
工
の
様
子

●商品問い合わせ先  ：  お客さま相談室  TEL 052－ 220 － 5125

不燃のせっこう板  『タイガーグラスロック』吉野石膏株式会社

　ガラス繊維を混入し補強したせっこう
を芯材とし、その表裏両面にガラス繊 
維不織布（グラスファイバーティッシュ）を
伏せ込んでいる。この二重の補強により、
従来のせっこうボードと比べ格段の柔軟
性と、耐力壁としての強靱性（粘り強さ）
を実現。12.5㎜厚品は木造軸組工法で
2.0～2.9、枠組壁工法で 2.5の壁倍率
を持つ耐力面材となる。

不燃材料なので、内装制
限に幅広く対応が可能。

内装制限に対応可能
な不燃材料

壁上下すき間仕様や床
勝ち仕様でも壁倍率を
取得しており、様々な用
途に対応。

各仕様で壁倍率を
取得

粘り強さが耐力壁として
優れた耐震性能を発揮。

粘り強い耐震性能を
持つ

タイガーグラスロックの構造
（断面図）

タ
イ
ガ
ー
グ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
耐
力
壁
の
施
工
の
様
子

タ
イ
ガ
ー
グ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
耐
力
壁「
壁
上
下
す
き
間
仕
様｣

ガラス繊維不織布

ガラス繊維入りせっこう

●商品問い合わせ先  ：  吉野石膏ＤＤセンター  TEL 03 － 3284 －1181

多彩なニーズに対応  『ダイライト MS』大建工業株式会社

　高い耐震・防火性能に加えて、防腐・防蟻性や透湿性にも優れた外装下地材。
無機質素材としては軽量ながら、構造用合板（特類）と同レベルの強度を誇
るなど、外壁下地材に対する多彩なニーズに対応している。12㎜厚と9㎜厚
の２種類がある。壁倍率 3.0 倍（12㎜厚、木造軸組の場合）の認定を取得。
　また耐震改修には、大規模な工事が不要な『ダイライト耐震かべ かべ大将』
が用意されている。

火山性ガラス質複層板（VSボード）で、防
火構造と準耐火構造の認定を取得。

燃えにくい VS ボード

実物大の家屋を使った振動実験で、その
強さを証明。

壁倍率 3.0 の高い耐震性

構造用合板の約３～４倍の透湿性を発揮
し、壁内部結露がないので木材腐食が抑
えられ、建物の強度劣化を防ぐ。

湿気をよく通し腐食を抑制

無機質素材なので、腐れや白蟻に強く、
耐久性に優れる。

腐れや白蟻に強い

外
装
下
地
材
『
ダ
イ
ラ
イ
ト
Ｍ
Ｓ
』

耐
震
ボ
ー
ド
が
地
震
か
ら
家
を
守
る

●商品問い合わせ先  ：  お客様センター  TEL 0120 －787－ 505

施
工
例

リッジウェイの構造（２層構造の製品断面）

セルフシーラント
（裏面）

粒状彩色石
耐候性アスファルト
高耐久ファイバー
グラスマット（コア材）
耐候性アスファルト

Ⓐ

Ⓐ

軽さ･ 強さ･ 耐久性を実現  『リッジウェイ』旭ファイバーグラス株式会社

　粒状彩色石をランダムに塗布して、屋根の表情に微妙なグラデーションを
醸し出すファイバーグラスシングルは、北米の木造住宅では非常にポピュラー
な屋根材だ。ファイバーグラスシングル『リッジウェイ』は、伝統的な日本家
屋にも調和したデザイン性とともに、軽さ、強さ、耐久性を実現し、災害にも
強い屋根材となっている。ガラス繊維補強されたアスファルト基材が２層構造 
となっており、１層目の一部をくし形にカットしていることで、下から２層目が 
表れる立体感のあるデザインだ。

重量が瓦の約 1/4、化粧スレートの約
1/2 と軽量のため、建物への負担が少な
く耐震性に優れる。

耐震性に優れた軽さ

耐風圧性能の実験では、浮き剥がれの現
象は起きず、高い耐風性能が実証された。

強風に耐えられる耐風性能

屋根飛び火試験認定を取得。

防火性の認定を取得

素材が水分を含まないので釘穴シール性
にも優れている。凍結融解試験でも優れ
たデータを示す。

アスファルト基材による防水性

●商品問い合わせ先  ：  カスタマーセンター  TEL 0120 － 99 － 6388

　横
よ こ

暖
だ ん

ルーフは、遮熱鋼板、硬質ウレタンフォーム、アルミラミネート加工紙を一体成型した
高性能屋根材。表面の遮熱鋼板材には遮熱機能付のガルバリウム鋼板を使用。断熱性･
遮音性に優れた硬質ウレタンフォームは芯材の
断熱材として、裏面には強度の高いアルミラミ
ネート加工紙を使用。軽量設計のため地震の
揺れに強い。『 横暖ルーフプレミアム』は、耐久
性に優れたフッ素樹脂遮熱鋼板を採用した最
上級モデル。耐薬品性、耐摩耗性、耐汚染性、
耐熱性に優れ、安定した耐久性がある。

フッ素樹脂遮熱鋼板を採用  『横暖ルーフプレミアム』ニチハ株式会社

超軽量設計で、重量は瓦
の約1/10、化粧スレート
の約1/4。地震の揺れの
軽減が期待できる。

超軽量化で
地震の揺れを軽減

準防火地域、法 22条地
域での新築使用が可能。

飛び火性能試験に
合格

横つなぎ部に水切り溝の
ついた鋼板が重なり、防
水性能を高める。

防水性に優れた形状

施
工
例

『横暖ルーフプレミアム』

横暖ルーフの構造

＜断熱材（芯材）＞
硬質ウレタンフォーム

＜裏面材＞
アルミラミネート
加工紙

＜表面材＞
遮熱鋼板

●商品問い合わせ先  ：  お客さま相談室  TEL 052－ 220 － 5125

防 災・ 減 災 を 考 え る特 集 災害に強い“建材”
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さ
な
い
高
断
熱
の
住
宅
〟
を
目
指
す
こ
と
で
、

そ
れ
が
被
災
で
住
ま
い
を
失
い
新
た
に
建
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
最
良
の
家

づ
く
り
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

建
材
店
と
し
て
で
き
る
、
防
災
・
減
災
へ
の

取
り
組
み
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
と
に
か
く
、
会
社
の
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
分

散
し
て
お
く
こ
と
。
津
波
の
恐
れ
が
あ
る
地
域

な
ら
、
高
台
に
上
げ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

当
社
も
1
階
部
分
は
水
に
浸
か
り
ま
し
た
が
、

メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
2
階
に
あ
っ
た
た
め
、
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
売
り
掛
け
も
買
い
掛
け
も
分

か
ら
な
く
な
り
、
業
務
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し

た
事
業
者
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
家

発
電
機
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
仕
事
に
使
う
工
具
類
も
、
同
じ
よ
う

に
守
る
べ
き
で
す
。
住
産
業
に
関
わ
る
私
た
ち

は
、
災
害
後
す
ぐ
の
業
務
再
開
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
際
、人
手
は
あ
る
の
に
工
具
類
を
失
っ

て
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多

く
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
発
生
直
後
は
と

に
か
く
建
材
が
不
足
し
ま
す
。
そ
の
際
、
限
ら

れ
た
建
材
を
ど
こ
に
、
ど
の
程
度
分
配
す
る
か

と
い
う
ル
ー
ル
が
な
い
と
、
業
務
に
混
乱
を
来

被
災
地
の
施
主
は
、
ビ
ル
ダ
ー
を
建
物
の
特
徴

で
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
い
か
に
早
く
建
て
ら
れ

る
か
で
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
少
し
で
も

早
く
我
が
家
を
求
め
る
。
こ
れ
は
致
し
方
の
な

い
こ
と
だ
と
佐
藤
氏
は
言
う
。

 

「
震
災
以
降
、
和
瓦
の
需
要
は
極
端
に
低
く
な

り
ま
し
た
が
、
耐
力
壁
を
は
じ
め
と
す
る
防
災

建
材
の
需
要
は
２
倍
以
上
に
高
ま
り
ま
し
た
。

実
感
と
し
て
、
耐
力
壁
を
用
い
た
住
宅
は
大
な

り
小
な
り
被
害
は
あ
っ
て
も
、
形
が
残
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
災
害
に
強
い

家
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
防
災
建
材
は
不
可
欠
。

加
え
て
、
電
気
や
ガ
ス
の
供
給
が
止
ま
っ
て
も
、

し
ば
ら
く
の
間
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
宅
で
賄
え
る

家
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
雪

が
降
り
出
し
た
震
災
直
後
、
暖
が
取
れ
ず
に
苦

労
し
た
人
々
の
姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、災
害
や
停
電
に
備
え
る
自
給
自
足
可
能

な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど

を
積
極
的
に
お
客
様
に
勧
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
に
も
増
し
て
重
要
な
の
が
、〝
熱
を
逃
が

 

「
震
災
発
生
か
ら
１
年
目
は
、
新
築
着
工
は
ゼ

ロ
。
と
に
か
く
Ｏ
Ｂ
顧
客
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し

続
け
ま
し
た
。
何
棟
手
掛
け
た
の
か
分
か
ら

な
い
。
デ
ー
タ
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
年
目

に
入
っ
て
よ
う
や
く
新
築
が
始
ま
り
、
気
仙
沼

市
全
体
で
着
工
数
は
約
４
５
０
戸
に
上
り
ま
し

た
。
震
災
前
は
年
間
１
２
０
戸
ほ
ど
だ
っ
た
た

め
、
４
倍
近
く
に
増
え
た
。
そ
し
て
３
年
目
は

５
５
０
戸
を
超
え
、
今
後
数
年
は
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
」

　

か
つ
て
気
仙
沼
市
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
が
新
築

の
10
％
に
満
た
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
現
在
で

は
40
％
以
上
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

営業推進グループ
取締役　統括部長 佐藤慎一氏

株式会社 千
ち

葉
ば

誠
せ い

宮城県気仙沼市田谷９－６

東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県気仙
沼市。地元密着の建材店として、震災直後から
町の復興に尽力し続けている、株式会社千葉誠
の取締役である佐藤慎一
氏に、建材店としての防災・
減災に対する思いについ
て話を伺った。

し
ま
す
。
取
引
き
先
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
的

確
に
分
配
す
る
方
法
を
事
前
に
考
え
て
お
く
こ

と
は
大
切
で
す
」

　

今
年
の
秋
か
ら
、災
害
公
営
住
宅
の
着
工
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。気
仙
沼
で
着
工
予
定
の
２
２
０
０

戸
の
う
ち
、
８
０
０
戸
の
木
造
住
宅
を
、
地
元

の
建
材
店
、
工
務
店
、
設
計
事
務
所
な
ど
で
す

べ
て
請
け
負
う
「
気
仙
沼
地
域
住
宅
生
産
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
し
て
い
る
。

 

「〝
オ
ー
ル
気
仙
沼
〟
で
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
ま
す
。
全
国
的
に
景
気
が
上
向
き
、
建
材
も

職
人
も
不
足
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

被
災
地
の
現
状
を
見
に
来
て
い
た
だ
き
、
全
国

の
同
業
の
皆
さ
ん
の
力
も
お
借
り
で
き
れ
ば
嬉

し
い
で
す
ね
」

防 災・ 減 災 を 考 え る特 集 今
、伝
え
た
い

防
災・
減
災
へ
の
思
い

新
築
着
工
数
は

震
災
前
の
約
５
倍
に
増
加

業
務
シ
ス
テ
ム
分
散
の

重
要
性
を
痛
感

震
災
後
に
千
葉
誠
本
社
屋
上
に
設
置
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

社内１階の壁には当時の浸水の跡が今も残る

被害を免れた千葉誠ショールームには、寝具などを搬入し社員と家族の避難場所として開放した

震
災
か
ら
３
年
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英会話など各種レッスンを開催したり企画旅行も実施するなど交
流イベントのお世話も様々。基本 1年契約更新なので出入りが激
しく、物件数が増え過当競争に入ったシェアハウス市場での安定
経営において運営会社の能力が問われる時代になるでしょう。

　物件の差別化では、共用部の充実に驚かされます。ゴルフクラ
ブのような大浴場・ホテル並みロビー・人気カフェのようなラウン 
ジ・設備充実の大型オープンキッチン・オフィスより快適なワー 
クスペース・フィットネスジム・シアタールーム・マッサージチェア
に美顔器付きパウダールーム……これ以上何を求めるのか？ とい
う物件も。昨今、バブル期の社宅や研修施設からの転用が多く、
豪華な施設の名残を感じさせられます。
　一方、入居者側でもシェアハウスを渡り歩いているようなリピー
ターは、共用部に加え個室の広さや家具などのクオリティを求め、
賃料もシビアに比較するという借り手市場になってきています。
　そんな中、入居者の共通ニーズをテーマにしたシェアハウスが
注目を集めています。その先駆け 2009 年に始まった「元麻布農
園—農家さん付きレジデンス—」（運営：アスラボ※１・全17室）に
は食にこだわる人が集まり、入退居約 2 回転して現在も満室。同
社が次に企画したのは「ゴルファーズレジデンス」（駒沢大学駅 
５分・54戸）これは若者だけでなくシニアニーズも有りそう。他
では、CRE※２戦略としてもシェアハウスを提案する日本土地建物
が３月にオープンする「シェアリーフ西船橋グレイスノート」（運営：
第一恒産・全 85戸）は音楽スタジオを備えていたり、シングルマ
ザーシェアハウスを運営するストーンズは新たに「子育て」をテー
マに高齢者を含めた多世代共生型シェアハウス（四谷上町プロ 
ジェクト・全10室）を３月オープン予定と、入居者の趣味や目的
を明確に打ち出して集客を図る物件が増えてきました。
　至れり尽くせりの日本的シェアハウス、実家から独立する理由 
が見つからなかった若者達が「これなら住んでみたい！」と脱パラ
サイトのきっかけにはなりそう。多様な住まいの体験は住宅需要
全体の下支えになるものであり動向が楽しみです。

ここでちょっと一息

　私がイメージしていたシェアハウスはアメリカで見る、賃料を
安く済ませたい若者が共同生活をするもので、その貸主は空家
オーナーの個人という形。しかし、今日本で人気のシェアハウス
は、家賃 10 万円以上の安くないものや、260 戸の大型物件など
100 戸を超える物件も増えているようで、既に 2 万戸を超える 
シェアハウスが供給されているという。因みに、私がイメージして

いた形は個人同士の運営によるシェ
アルームと呼ばれるもので、シェア
ハウスというのは運営に事業者が
入り入居者と契約を結ぶ形式とのこ
と。事業者によってソーシャルレジ
デンス、コレクティブレジデンスな
どと称するものも。このシェアハウ
ス事業者にベンチャー企業から大手
不動産会社、異業種企業が参入し、
企画・運営力を競う中で日本的シェ
アハウスが益々進化しているのです。

　シェアハウスの入居者は単身の 20代・社会人が中心（男女半々
程度）。10年前までは外国人や帰国子女という一部の層であった
ものが、昨今は一般の賃貸住宅では得られないコミュニティ“人と
のつながり”を求める若者たちにすそ野が広がり、シェアハウスに
絞って物件探しをしている人も増えているのです。彼らが求める
ものは「ゆるい、人とのつながり」。関わりたい時にだけ触れ合え 
て、深くは立ち入らない。シェアハウスの共有ラウンジは「ゆるく、
つながれる」まさにうってつけの場なのです。
　コミュニティの規模的には100戸前後がいい塩梅ということ。
人数が少ないと嫌でも顔見知りになり好き嫌いや派閥が生じトラ
ブルになりがち。100戸近くあると知らない人も多く、気軽な“つな
がり”が保たれるようです。運営会社では入居者パーティに始まって、

藤井繁子

進化を遂げる、日本的シェアハウス

『月刊 HOUSING』編集長、リク 
ルート住まい研究所主任研究
員などを経てフリーの住生活
ジャーナリストに。自治体や市民 
団体と街づくりに関わりなが 
ら、国内外で取材・コンサルティ
ング活動などを行なっている。

39vol.

※１ アスラボ：建材マンスリー 2013年９月号 P.8参照　※２ CRE：Corporate Real Estate= 企業不動産

MUJI×UR団地リノベーション
プロジェクト（大阪：新千里西町）
昨年１１月“シェアルーム大使”に
任命された20代前半の３人が、
64㎡4DKでの共同生活をBlog
レポート中！（プレス発表会に現
れた３大使は元ゼミ仲間）

［ゴルファーズレジデンス］練習場の
他、シミュレータールームでのレッスン
やカーシェアリングまでゴルフ生活をサ
ポート、入居者コンペも予定されている

［四谷上町プロジェクト］珍しい新築木
造 2 階建てのシェアハウス、無添加＆
自然素材で子育て環境にこだわる

（施工：きずきホーム）

［シェアリーフ西船橋グレイスノート］完全防音仕様＆ドラム・ピアノ・ミキサーまで完
備の音楽スタジオ（３室・無料）は、元機械室。内覧会でも好評だった空を臨む５階 
のラウンジは、元大浴場！ 元研修所の広 と々した共用部をハイグレードでホテルラ 
イクな仕上げとした上に、個室が 9.6畳基準（最大 15.8畳）と広いのも人気の理由

“ ゆるい、つながり ” を求める若者たち

農園、ゴルフ、音楽、子育て…テーマで付加価値

多彩な運営事業者の参入で競争激化

7 February 2014



ニ
シ
エ
フ

満
た
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、有
人
降
下
試
験
の
デ
ー

タ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
性
能
に
疑
問
が
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、
人
体
構
造
学
や

体
力
科
学
的
見
地
か
ら
開
発
を
進
め
、
有
人
降

下
試
験
を
実
施
し
て
安
全
性
を
実
証
し
た
救
命
艇

造
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
山
口
県
産
業
技
術
セ

し
い
時
に
社
長
に
就
任
し
た
の
も
、
運
命
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
ね
（
笑
）。
た
だ
、
当
時
は
漁
船

の
製
造
だ
け
で
は
い
つ
倒
産
し
て
も
お
か
し
く
な

い
ほ
ど
厳
し
い
経
営
状
況
で
し
た
。
ニ
シ
エ
フ
の
、

造
船
の
灯
を
消
し
た
く
な
い
一
心
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で

本
触
媒
も
手
を
引
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
造
船
事
業
に
未
来
が
あ
る
の
か
、

そ
の
当
時
は
ま
っ
た
く
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、

す
べ
て
を
や
り
き
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
思
い
が
ニ
シ
エ
フ
の
社
員
た
ち
の

中
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

１
９
９
９
年
、
ニ
シ
エ
フ
は
社
員
ら
が
出
資

し
、
事
業
を
継
承
す
る
形
で
独
立
を
果
た
す
。

堀
井
氏
が
社
長
に
就
任
し
た
の
は
、
３
年
後
の

２
０
０
２
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

 

「
実
は
、
私
は
も
と
も
と
日
本
触
媒
か
ら
出
向
し

て
い
た
人
間
な
ん
で
す
。
た
だ
、
大
学
で
は
造
船

を
学
ん
で
い
て
、
学
生
時
代
に
は
当
社
に
ア
ル
バ

イ
ト
に
来
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
番
厳

製
造
で
き
る
も
の
は
小
型
ボ
ー
ト
で
も
タ
ン
ク
で

も
何
で
も
手
掛
け
ま
し
た
ね
」

 

〝
と
に
か
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製
品
を
持
ち
た
か
っ

た
〟
と
、
堀
井
氏
は
当
時
を
振
り
返
る
。
も
と
も

と
存
在
す
る
製
品
を
作
る
だ
け
で
は
、
プ
ラ
イ
ス

リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ
な
い
。
何
ら
か
の
付
加
価
値

を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
製
品
を
生
み

出
す
。
自
由
降
下
式
救
命
艇
も
、
そ
う
し
て
生

ま
れ
た
製
品
だ
。

 

「
ニ
シ
エ
フ
と
し
て
の
船
出
が
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
企
業
と
し
て
の
開
発
力
が
育
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
生
き
残

る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
独

立
後
は
〝
み
な
し
大
企
業
〟
で
は
な
く
な
っ
た
た

め
、
山
口
県
な
ど
か
ら
中
小
企
業
に
対
す
る
研
究

開
発
支
援
企
業
助
成
金
を
堂
々
と
頂
け
た
（
笑
）。

こ
れ
で
、
開
発
事
業
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
、
海
上
保
安
庁
で
用
い
ら
れ
て
い
る

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
複
合
型
特
殊
艇
も
、
当
社
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
す
。
災
害
時
な
ど
に
、
捜
索
に
あ
た
る
黒

い
ボ
ー
ト
を
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
れ
ま
で
気
体
で
膨
ら
ま
せ
て
い
た
チ
ュ
ー

ブ
に
固
形
浮
力
材
を
詰
め
、
衝
撃
に
よ
る
パ
ン
ク

　

海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条

約
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
」
で
は
、
２
０
０
６
年
よ
り

ば
ら
積
み
貨
物
船
※
に
、
避
難
用
の
小
型
船
で
あ

る
「
自
由
降
下
式
救
命
艇
」
の
搭
載
を
義
務
付
け

て
い
る
。
こ
の
種
の
救
命
艇
開
発
は
欧
州
が
先
行

し
て
い
た
が
、
２
０
０
９
年
、
海
外
か
ら
の
技
術

導
入
に
頼
ら
な
い
、
初
の
純
国
産
と
な
る
製
品
が

誕
生
し
た
。
こ
れ
を
開
発
し
た
の
が
、
山
口
県
下

関
市
に
本
社
工
場
を
構
え
る
造
船
メ
ー
カ
ー
、
株

式
会
社
ニ
シ
エ
フ
で
あ
る
。

 

「
他
国
メ
ー
カ
ー
で
は
〝
理
論
上
の
安
全
性
〟
は

ン
タ
ー
や
山
口
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
徹
底
し
た

実
験
や
解
析
に
よ
り
、
日
本
製
と
し
て
の
信
頼
を

堅
持
す
る
製
品
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

開
発
の
過
程
で
は
、
何
度
も
失
敗
が
あ
っ
た
と

い
う
。
何
し
ろ
、
船
の
甲
板
か
ら
30
ｍ
も
下
の
海

面
に
降
下
す
る
、
30
人
乗
り
の
緊
急
脱
出
シ
ス
テ

ム
だ
。
衝
撃
を
和
ら
げ
、
乗
員
の
安
全
を
守
る

た
め
の
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

 

「
船
舶
に
搭
載
さ
れ
る
救
命
艇
は

コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
ま
す
が
、
定
員
を
確
保
し
な

が
ら
大
き
さ
を
抑
え
て
安
全
性
も

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常

に
困
難
で
す
。
艇
体
の
形
状
ひ
と

つ
で
安
全
性
も
変
わ
り
、
例
え
ば

船
首
の
形
状
を
細
く
す
る
と
着
水

時
の
衝
撃
は
小
さ
く
な
る
が
水
中

に
潜
り
過
ぎ
て
し
ま
う
な
ど
し
て
、
幾
度
も
造
り

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
」

　

船
造
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
、〝
乗
る
人
の
安

全
〟
と
言
い
切
る
代
表
取
締
役
社
長
の
堀
井
氏
。

２
０
１
３
年
に
は
、
同
社
の
自
由
降
下
式
救
命
艇

が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
科
学
技
術
賞
を
受
賞

し
た
。
日
本
に
お
け
る
造
船
事
業
の
牽
引
役
と

し
て
活
躍
す
る
ニ
シ
エ
フ
だ
が
、
そ
の
道
の
り
は

け
っ
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
創
業
は

１
９
７
１
年
。
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式

会
社
日
本
触
媒
の
子
会
社
、
西
日
本
エ
フ
ア
ー
ル

ピ
ー
造
船
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。

 

「
当
時
は
漁
船
市
場
で
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
需
要
が
急
成
長
し
て
い
た
時
代

で
、
日
本
触
媒
も
造
船
業
界
に
新
規
参
入
し
た
わ

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
い
う
素
材

は
非
常
に
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
。
つ
ま
り
、
１
度

船
を
造
る
と
軽
く
20
年
は
壊
れ
な
い
わ
け
で
、
更

新
需
要
が
望
め
な
い
ん
で
す
。
さ
ら
に
、
国
内
漁

業
も
１
９
８
０
年
代
半
ば
以
降
衰
退
に
転
じ
ま
し

た
。
同
業
者
が
次
々
に
撤
退
を
始
め
、
つ
い
に
日

山口県下関市豊北町大字粟野4238番地■ 本　社

1971年■ 創　業

73名■ 従業員

5000万円■ 資本金

20億 3000万円（2013年３月期）■ 売上高

FRP 船舶・救命艇・特殊艇建造並びに修理・
点検整備、FRP成形品の製造販売

■ 事業内容

株式会社 ニシエフ

代表取締役社長

堀井 淳
あ つ し

氏

日
本
初
と
な
る
純
国
産

自
由
降
下
式
救
命
艇
を
開
発

生
き
残
る
た
め
に
は
付
加
価
値
の
あ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
持
つ
こ
と

の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
」

　

同
社
で
は
今
、
若
い
技
術
労
働
者
が
育
っ
て
い

る
と
い
う
。
大
半
は
山
口
県
の
出
身
者
で
、
地
元

に
残
り
、
地
元
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
若
者

た
ち
だ
と
い
う
。

 

「
彼
ら
は
、
怖
さ
知
ら
ず
で
パ
ワ
フ
ル
で
、
積
極

的
に
仕
事
と
向
き
合
っ
て
く
れ
る
頼
も
し
い
存
在

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
人
命
を
預
か
る
船
を
造
る
と

い
う
仕
事
は
、
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
確
か
な

技
術
を
、
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
者
た
ち
が
し
っ
か
り

と
伝
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

頭
か
ら
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
若
い

彼
ら
に
や
ら
せ
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。
間

違
っ
た
ら
修
正
し
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
で
す
」

　

研
究
開
発
を
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
生
き
残

る
道
だ
と
語
る
堀
井
氏
。「
い
い
時
に
は
天
狗
に

な
ら
ず
、
悪
い
時
に
は
落
ち
込
ま
ず
に
開
発
を
続

け
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
下
関
か
ら
世
界
と
競
え

る
造
船
技
術
を
発
信
し
て
い
く
。

試
練
の
中
で
磨
か
れ
た
技
術
開
発
力
で

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
船
造
り
に
邁
進
す
る

株
式
会
社

有
人
降
下
試
験
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
完
成
し
た
初
の
純
国
産
自
由
降
下
式
救
命
艇

津波などの災害に備えた
各種シェルターも開発している

底曳網漁船などの大型船造りは木型職人による成形から始まる

100％ハンドメイドに
こだわることで顧客要
求を最大限に取り入れ
るニシエフの造船技術

海の安全を守る海上保安庁などの
特殊艇も手掛ける

※穀物や鉱石など様々な貨物をひとつに梱包せずばら積みで輸送する貨物船 February 2014 89 February 2014



今月のニュース

広告募集のご案内
情報誌「建材マンスリー」では、 2014年度の広告を募集しています。
木材建材業界でビジネスを展開される御社の宣伝・ＰＲに、当媒体をぜひご活用ください。

広告ページは裏表紙（表４）のみ

● お問い合わせ・お申し込み
	 住友林業（株）  木材建材事業本部  事業開発部   
	 建材マンスリー編集室  （担当：三枝・齋藤）
　　	 03-3214-3280　
　　	 03-3214-3282　
　　	 kenzai-monthly@sfc.co.jp

● 掲載料	 66,500円（税別）
● 入稿体裁･仕様	 お申し込み後、別途ご案内します
● お申し込み締切	 ２０１４年３月１０日（月）

（同一の月に複数の会社様からお申し
込みいただいた場合、掲載は先着順と
なります。なお、締切以降でも調整可
能な場合がございますので、お問い合
わせください）

■登録免許税の軽減

■特例措置拡充のイメージ

売
　主

買
　主

耐震基準に適合しない
中古住宅を取得

耐震基準に適合する改修をする
ことが確実である旨を申請

2014年４月1日

一定の質の向上を図ったリフォーム工事

購入買取

耐震改修工事の結果、
耐震基準に適合する
中古住宅に入居

耐震改修工事 入居

事
業
者

登録免許税
２％ 0.1％減税

　

２
０
１
４
年
度
「
税
制
改
正
大
綱
」

が
昨
年
12
月
24
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
住
宅
に
関
わ
る
新
た
な
優
遇

税
制
と
し
て
は
、
中
古
住
宅
流
通･

リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
の
拡
大
・
活
性
化
の
た

め
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
買
取
再
販
の
住
宅
に

か
か
る
登
録
免
許
税
の
引
き
下
げ
だ
。

買
取
再
販
事
業
者
が
中
古
住
宅
を
買
い

取
り
、
一
定
の
質
の
向
上
を
図
る
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
物
件
を
購
入
し
た
買
主
に
課
さ
れ
る

「
登
録
免
許
税
」（
所
有
権
移
転
登
記
）

の
税
率
が
、
一
般
住
宅
特
例
の
０・３
％

よ
り
も
引
き
下
げ
ら
れ
０・
１
％
と
な

る
（
本
則
２
％
）。
優
遇
税
制
で
消
費
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
中
古
住
宅
流
通･

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

適
用
期
間
は
２
０
１
４
年
４
月
１
日

～
２
０
１
６
年
３
月
30
日
の
２
年
間
。

中
古
住
宅
取
得
の
優
遇
措
置
も

　

—
—

 

２
０
１
４
年
度
「
税
制
改
正
大
綱
」

　

も
う
一
つ
が
、
耐
震
基
準
に
適
合
し

な
い
中
古
住
宅
の
取
得
後
に
購
入
者
が

耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、「
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
」
な
ど
の
各
種
税
制
の
特

例
措
置
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。

　

耐
震
基
準
へ
の
適
合
の
証
明
が
な
さ

れ
た
場
合
、
耐
震
基
準
適
合
中
古
住
宅

を
取
得
し
た
際
と
同
じ
く
、
次
の
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
る
。

●
「
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
」

●
「
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
税
の
非
課

税
措
置
」

●
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特

例
措
置
」

　

２
０
１
４
年
４
月
１
日
以
降
に
取
得

す
る
住
宅
で
、
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
予
定
。

もうすぐそこまで迫ってきた消費税アップ。今のうちに買い溜めをと思っていたら、先日テレビで	
「日用品程度の買い溜めでは大した効果はない。無駄な買い物をしないことが一番の節約」	
というコメンテーターの発言を聞き、結局そういうことかと納得。最近は燃料高や厳冬も	
あってか、スーパーで野菜の値段を見てびっくりすることも多くなりました。値上げラッシュ対策	
として、今年はプランターだけではなく、庭の隅に畑をつくろうと計画中。まずは肥料の買い
溜めから始めようと思います。	 （編集員S）

表紙写真：amanaimages

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp
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89,578新　  設　   住　  宅　   計 △1897 △2.1 13,634 18.0 91,475 90,226 88,539

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

12月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
11月 10月 ９月
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550

2013年
12月

11,856

10,258

12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
2013年 2013年

12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

１月

11,710

8,158

２月

9,801

7,296

３月

9,520

9,389

４月

10,525

9,912

５月

11,101

8,658

６月

13,394

11,171

７月

13,871

9,939

８月

12,184

10,135

９月

12,545

10,665

10月

12,929

11,680

11月

14,332

11,899

12月

14,490

11,209

2013年
新設住宅着工戸数
980,025戸。
前年比
プラス11.0％で
４年連続の増加。

新設住宅
着工戸数の推移
（総戸数、利用関係別）
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2013年12月の新設住宅着工戸数
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